
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　特別図柄を表示可能な特別図柄表示手段 (23)と、遊技領域 (5a)に配設される入賞手段 (1
7 ～ 19) と、この入賞手段 (17 ～ 19) に入賞した遊技球を検出する入賞球検出手段と、こ
の入賞球検出手段の検出信号を受けて主に遊技盤 (5) 側の制御を行う主制御手段 (50)と、
主制御手段 (50)から受ける制御コマンドに基づいて特別図柄表示手段 (23)を制御する図柄
制御手段 (60)とを備えた弾球遊技機であって、
　主電源が断たれたと 別図柄 遊
技状態に関連する遊技情報を主電源が断たれた後も記憶保持可能な遊技状態記憶手段 (39b
) と、
　主電源の復帰時に、遊技状態記憶手段 (39b) の遊技情報に基づいて、図柄制御手段 (60)
の遊技制御の復帰に必要な一群の制御コマンドを主制御手段 (50)から図柄制御手段 (60)へ
連続的に送信し、主電源が断たれたときの遊技状態と同じ又はほぼ同じ遊技状態に復帰さ
せる遊技動作復帰手段 (S8)とを備え、
　前記遊技動作復帰手段 (S8)は、主電源が断たれたときに特別図柄が変動中であった場合
には、主電源の復帰時に特別図柄の変動を省略して前記特別図柄の変動の後に停止すべき
停止図柄を表示させるように図柄制御手段 (60)に指令するように構成された、
　ことを特徴とする弾球遊技機。
【請求項２】
　前記遊技動作復帰手段 (S8)は、主制御手段 (50)に設けられていることを特徴とする請求

10

20

JP 3775720 B2 2006.5.17

き特 が変動中であるか否か又は大当たり中であるか否かの



項１に記載の弾球遊技機。
【請求項３】
　前記遊技状態記憶手段 (39b) を主制御手段 (50)に設け、前記主制御手段 (50)は図柄制御
手段 (60)に対して制御コマンドを一方向通信にて送信することを特徴とする請求項１に記
載の弾球遊技機。
【請求項４】
　前記図柄制御手段 (60)は、主制御手段 (50)から前記一群の制御コマンドを受信したとき
、主電源が復帰した旨の文字列からなる復帰報知情報を図柄表示手段に表示させる復帰表
示制御手段 (63)を有することを特徴とする請求項３に記載の弾球遊技機。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は弾球遊技機に関し、特に停電により主電源が断たれた後の復帰時に、副制御手段
における遊技制御を、主電源が断たれたときの遊技状態と極力同様に行なえるようにした
ものに関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、パチンコ機等の弾球遊技機においては、発射ハンドル操作による遊技球の発射制御
、遊技盤に設けた図柄始動手段や開閉式入賞手段（大入賞手段）等の遊技役物の制御、入
賞手段への入賞を検知する検知制御、図柄表示用ディスプレイに設けられた図柄表示手段
の複数の図柄表示部における図柄を変動させる図柄表示制御、入賞手段への入賞に伴う遊
技球の払出し制御、入賞時や大当たり状態におけるサウンド制御やランプ制御等、弾球遊
技の為の種々の制御を司る制御装置が設けられている。
【０００３】
　この制御装置において、遊技盤側の遊技制御を主として司る主制御部は、各図柄表示部
に図柄変動表示させる図柄表示制御の為の一連の制御信号（制御データ）を図柄制御部に
直接出力し図柄表示を制御している。また、主制御部は、普通入賞手段や開閉式入賞手段
への遊技球の入賞を検 て、払出しモータ駆動の為の払出し制御信号を払出し制御部に
出力して賞球の払出しを制御している。
更に、主制御部は、図柄表示部における変動後の停止図柄が大当たり図柄のとき、開閉式
入賞手段の開閉板駆動ソレノイドの為の開閉制御信号を特別遊技制御部に出力し、開閉板
を所定条件が成立するまで開放制御している。
【０００４】
例えば、主制御部は図柄制御部に対して、各動作毎の詳細な制御信号を逐一送信して図柄
を変動制御するため、仮に１つの制御信号がノイズや静電気等により無効になっても、後
続する制御信号に基づいて変動制御を続行できる。主制御部は、図柄表示制御だけでなく
、これに連動する払出し制御、サウンド出力制御、ランプ点灯制御等の種々の制御を行な
うため、制御負荷が非常に大きく、これら遊技動作の制御に制御遅れが生じ易い。
【０００５】
そこで、払出し制御部や図柄制御部等の各副制御部を、主制御部とは独立のマイクロコン
ピュータを備えた別個の制御基板上に構成し、主制御部から各副制御部へ制御コマンドを
一方向通信するコマンド送信方式が採用されつつある。これにより、例えば、主制御部は
図柄変動に際して図柄制御部に、図柄変動開始コマンド（変動パターン指定番号等を含む
）と、各図柄表示部の停止図柄を指定する図柄指定コマンドと、図柄変動停止コマンド等
を順次送信するだけでよく、図柄変動制御を簡単化でき、主制御部の負荷を格段に軽減す
ることができ、サウンド制御やランプ制御、更には払出し制御を図柄変動に同期させて実
行できる。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
このように、主制御部や副制御部を夫々独立させた制御基板上に構成し、主制御部から図
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柄制御部に送信する制御コマンド数を格段に減少させる場合、主制御部の制御負荷を軽減
できるけれども、例えば、落雷等により停電になった場合、仮に遊技球がゲート（通過口
）を通過したことによる普通図柄の変動中であったり、図柄始動手段（電動式チューリッ
プ）への入賞による特別図柄の変動中であったり、更には大当たりゲームを実行中であっ
ても、制御装置が作動しなくなり、図柄の変動状態を指示する情報だけでなく、大当たり
状態であることを指示する情報及び入賞球数情報や払出すべき払出し球数情報などの遊技
情報の全てが消去されてしまう。
【０００７】
そのため、主電源の復帰後にゲームを再開する場合に、普通図柄や特別図柄の図柄変動、
大当たりゲーム等を停電直前の状態に続けて実行することができず、遊技者とホール側と
でトラブルが発生することもある。そこで、主制御部や各副制御部において、主電源が断
たれたときに、主電源の復帰後における遊技制御の再開に必要な遊技状態に関する遊技情
報を、バックアップ電源により記憶保持する場合には、停電が発生した場合でも、停電が
発生したときの遊技情報を停電中においても記憶保持しているため、停電からの復帰時に
停電により中断した大当たりゲーム等を停電直前の状態に続けて支障なく再開できるよう
になる。
【０００８】
しかし、これら主制御部や副制御部の遊技情報を夫々記憶保持させる為のバックアップ電
源が大型化するという問題がある。そこで、バックアップ電源を小型化し、主制御部にお
ける遊技情報だけをバックアップし、主電源の復帰後に、主制御部から図柄制御部に、図
柄の変動制御を再開するために、変動パターン指定番号等を含む図柄変動開始コマンド、
各図柄表示部の停止図柄を指定する図柄指定コマンド、図柄変動停止コマンド等を順次送
信することになり、主電源復帰時の変動制御が複雑化するという問題がある。
【０００９】
本発明の目的は、主電源の復帰時に主電源が断たれたときの遊技状態を再開して遊技者の
利益を確保できるようにすること、復帰制御を簡単化でき且つ出来る限り違和感なく停電
により中断した遊技状態の途中から支障なく再開できるようにすること、必要最低限の遊
技動作を続行できるようにすること、等である。
【００１０】
【課題を解決するための手段】
　請求項１の弾球遊技機は、特別図柄を表示可能な特別図柄表示手段と、遊技領域に配設
される入賞手段と、この入賞手段に入賞した遊技球を検出する入賞球検出手段と、この入
賞球検出手段の検出信号を受けて主に遊技盤側の制御を行う主制御手段と、主制御手段か
ら受ける制御コマンドに基づいて特別図柄表示手段を制御する図柄制御手段とを備えた弾
球遊技機であって、主電源が断たれたと 別図柄

遊技状態に関連する遊技情報を主電源が断たれた後も記憶保持可能な遊技
状態記憶手段と、主電源の復帰時に、遊技状態記憶手段の遊技情報に基づいて、図柄制御
手段の遊技制御の復帰に必要な一群の制御コマンドを主制御手段から図柄制御手段へ連続
的に送信し、主電源が断たれたときの遊技状態と同じ又はほぼ同じ遊技状態に復帰させる
遊技動作復帰手段とを備え、遊技動作復帰手段は、主電源が断たれたときに特別図柄が変
動中であった場合には、主電源の復帰時に特別図柄の変動を省略して前記特別図柄の変動
の後に停止すべき停止図柄を表示させるように図柄制御手段に指令するように構成された
ものである。ここで、制御動作を指令する制御コマンドは、制御コマンド以外の種々の制
御信号であってもよい。
【００１１】
　遊技領域に配設される入賞手段への遊技球の入賞が入賞球検出手段により検出されたと
き、主制御手段は、その入賞球検出手段からの検出信号を受けて主に遊技盤側の制御を行
う。また、図柄制御手段は主制御手段から受ける制御コマンドに基づいて特別図柄表示手
段の制御を行う。ところで、主電源が断たれたときには、そのときの特別図柄

遊技状態に関連する遊技情報が、遊技状態記憶
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手段に主電源が断たれた後も記憶保持されているため、主電源の復帰時には、遊技動作復
帰手段は、遊技状態記憶手段の遊技情報に基づいて、図柄制御手段の遊技制御の復帰に必
要な一群の制御コマンドを主制御手段から図柄制御手段へ連続的に送信する。
【００１２】
　それ故、図柄制御手段においては、その遊技制御の復帰に必要な最低限の一群の制御コ
マンドに基づいて、主電源が断たれたときの遊技状態と同じ又はほぼ同じ遊技状態に復帰
させることができる。この場合、遊技制御の復帰に必要な一群の制御コマンドを図柄制御
手段に送信するので、これら一群の制御コマンドにより、必要最低限の遊技動作であって
も、出来る限り違和感なく停電により中断した遊技状態の途中から支障なく再開すること
ができる。また、主電源の復帰時に主電源が断たれたときの遊技状態を再開して遊技者の
利益を確保できる。
　さらに、主電源が断たれたときに特別図柄が変動中であった場合には、遊技動作復帰手

から図柄制御手段に、主電源の復帰時に特別図柄の変動を省略して特別図柄の変動の後
に停止すべき停止図柄を表示させるように指令され、主制御手段と図柄制御手段における
復帰制御を簡単化できる。つまり、主制御手段から図柄制御手段に図柄変動に関する図柄
変動パターン等の制御コマンド送信をしないで、主電源の復帰時に再開する作動態様とし
て、実際の図柄変動制御を簡略化した異なる変動態様とするため、主制御手段と図柄制御
手段における復帰制御を簡単化することができる。しかも、図柄変動後の停止図柄を確定
できるため、遊技者の利益を確保することができる。
【００１３】
ここで、前記遊技動作復帰手段が、主制御手段に設けられている場合（請求項２）には、
各副制御手段に遊技動作復帰手段を設けなくてよく、副制御手段の小型化が図れる。
【００１６】
　また、前記遊技状態記憶手段を主制御手段に設け、主制御手段は図柄制御手段に対して
制御 を一方向通信にて送信する場合（請求項 ）には、主制御手段から図柄制御
手段への種々の制御 送信に際して一方向通信を採用することで、主制御手段にお
いて図柄を抽選する抽選機能による遊技者に有利な状態と不利な状態の決定に関する不正
を、確実に防止することができる。
【００１７】
　また、前記図柄制御手段が、主制御手段から前記一群の制御 を受信したとき、
主電源が復帰した旨の文字列からなる復帰報知情報を図柄表示手段に表示させる復帰表示
制御手段を有する場合（請求項 ）には、この復帰表示制御手段により、主電源の復帰時
に文字列による復帰報知情報が表示されるため、何れの遊技者に対しても主電源の復帰を
明確に報知することができる。
【００１８】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施の形態について図面に基いて説明する。
本実施形態は、パチンコホールの島構造体に設置される所謂カード式弾球遊技機と呼ばれ
る第１種パチンコ機に本発明を適用した場合の一例であり、パチンコホールに設けられた
島構造体には、その長さ方向に複数のカード式球貸し機１と複数のパチンコ機２とが交互
に配設され、カード式球貸し機１はパチンコ機２に電気的に接続されている。
【００１９】
図１～図４に示すように、カード式弾球遊技機であるパチンコ機２は、矩形枠状の外枠３
と、この外枠３に開閉自在に枢着された前枠４とを有し、カード式球貸し機１をサンドイ
ッチ状に挟持する状態で、外枠３が島構造体（図示略）に着脱自在に装着されている。前
枠４には、遊技盤５が裏側から着脱自在に装着され、遊技盤５の前側に対応させて、窓部
６ａを有するガラス扉６と球受け皿（上皿）８の前面板（図示略）とが夫々開閉自在に枢
着されている。前枠４の下部には、球受け皿８から溢流し又は抜き取った遊技球を貯留す
る下皿９と、発射手段１０の発射ハンドル１１とが設けられている。
【００２０】

10

20

30

40

50

(4) JP 3775720 B2 2006.5.17

段

コマンド ３
コマンド

コマンド

４



発射手段１０は、回動操作可能な発射ハンドル１１と、この発射ハンドル１１の回動角度
に応じた打撃力で打撃槌１２により遊技球を発射させる発射モータ１３（図５参照）など
を備えている。球受け皿８の右部には、カード式球貸し機１に対する球貸し操作用の操作
パネル１４が設けられ、この操作パネル１４には、カード残額を３桁の数字で表示するカ
ード残額表示部１４ａと、所定金額分の遊技球の球貸しを指示する球貸しスイッチ１４ｂ
と、遊技終了時にカードの返却を指令する返却スイッチ１４ｃとが設けられている。
【００２１】
図２に示すように、遊技盤５には、金属製の外レールと内レールとからなるガイドレール
１５がほぼ環状に設けられ、このガイドレール１５の内側の遊技領域５ａには、カラーの
液晶ディスプレイ１６、図柄始動手段（図柄始動兼入賞手段）１７、開閉式入賞手段（大
入賞手段）１８、複数の普通入賞手段１９（この場合、上段の普通入賞手段１９以外に、
開閉式入賞手段１８の左右両側部に、例えば６つの普通入賞手段１９）、２つのゲート（
通過口）２０等が夫々所定の位置に配設されている。
【００２２】
但し、図示しないが、これら入賞手段１７～１９に入賞した遊技球を検出する入賞球検出
手段が夫々設けられている。液晶ディスプレイ１６は、背景画像や各種のキャラクタの動
画などを表示する表示機能を有し、更に、２つの図柄からなる普通図柄を表示する普通図
柄表示手段２２として機能するとともに、特別図柄を変動表示する特別図柄表示手段２３
として機能する図柄表示手段２１が設けられている。
【００２３】
普通図柄表示手段２２は、例えば図柄表示手段２１の右下部に、左右方向に並ぶ２個（左
、右）の図柄表示部２２ａ～２２ｂを有し、ゲート２０を通過した遊技球を検出したとき
、各図柄表示部２２ａ～２２ｂに普通図柄を所定時間だけ変動表示し、遊技球のゲート２
０通過時点において抽選された抽選用数値により決定される停止図柄パターンを表示して
停止するようになっている。ここで、後述する普通図柄用の復帰報知情報は図柄表示部２
２ａ～２２ｂに表示され、特別図柄用の復帰報知情報は図柄表示部２３ａ～２３ｃに表示
される。即ち、これらの復帰報知情報は夫々独立に表示可能になっている。
【００２４】
特別図柄表示手段２３は、例えば左右方向に並ぶ３個（左、中、右）の図柄表示部２３ａ
～２３ｃを有し、図柄始動手段１７に遊技球が入賞することを条件に、図柄表示部２３ａ
～２３ｃに特別図柄が所定時間だけ変動表示（スクロール表示）され、図柄始動手段１７
への遊技球の入賞タイミングに応じた抽選結果に基づいて決定される停止図柄パターンで
停止する。図柄始動手段１７は、開閉自在な左右１対の開閉爪１７ａを備えた電動式チュ
ーリップであり、普通図柄表示手段２２の変動後に停止した普通図柄が当たり図柄となっ
た当たり発生時に、開閉爪１７ａが所定時間だけ開放されて入賞し易くなる。
【００２５】
開閉式入賞手段１８は前方に開放可能な開閉板１８ａを備え、特別図柄表示手段２３の変
動後に停止した特別図柄が「７７７」等の当たり図柄のとき、所謂「大当たり」と称する
特別遊技が開始され、開閉板１８ａが前方に開放される。この開閉式入賞手段１８の内部
に特定領域１８ｂがあり、この特定領域１８ｂを入賞球が通過したとき、特別遊技が継続
される。開閉式入賞手段１８の開閉板１８ａが開放された後、所定時間が経過し、又は所
定数（例えば、１０個）の遊技球が入賞して開閉板１８ａが閉じるときに、遊技球が特定
領域１８ｂを通過していないときに特別遊技が終了するが、特定領域１８ｂを通過してい
れば最大所定回数（例えば、１６回）まで特別遊技が継続され、遊技者に有利な利益状態
に制御される。
【００２６】
図３、図４に示すように、前枠４の裏側には、遊技盤５を裏側から押さえる裏機構板３０
が着脱自在に装着され、この裏機構板３０には開口部３０ａが形成され、その上側に賞球
タンク３３と、これから延びるタンクレール３４とが設けられ、このタンクレール３４に
接続された払出し手段３５が裏機構板３０の側部に設けられ、裏機構板３０の下側には払
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出し手段３５に接続された通路ユニット３６が設けられている。払出し手段３５から払出
された遊技球は通路ユニット３６の賞球払出し通路を経由して球受け皿８に払出される。
【００２７】
裏機構板３０の開口部３０ａには、遊技盤５の裏側に装着された裏カバー３７と、入賞手
段１７～１９に入賞した遊技球を排出する入賞球排出樋（図示略）とが夫々嵌合されてい
る。この裏カバー３７に装着されたケース３８の内部に主制御基板３９が配設され、その
前側に図柄制御基板４０が配設されている。主制御基板３９の下側で、裏カバー３７に装
着されたケース４１ａの内部にランプ制御基板４２が設けられ、このケース４１ａに隣接
するケース４１ｂの内部にサウンド制御基板４３が設けられている。
【００２８】
これらケース４１ａ，４１ｂの下側で裏機構板３０に装着されたケース４４の内部には、
電源基板４５と払出し制御基板４６が夫々設けられている。この電源基板４５には、図３
に示すように、電源スイッチ８０と初期化スイッチ８５とが配置されている。但し、ケー
ス４４のこれら両スイッチ８０，９０に対応する部位が切欠かれ、これら両スイッチ８０
，８５の各々を指で同時操作可能になっている。
【００２９】
更に、発射手段１０の後側に装着されたケース４７の内部には、発射制御基板４８が設け
られている。即ち、これら制御基板３９～４０，４２～４３，４５～４６，４８は夫々独
立の基板で構成されており、電源基板４５と発射制御基板４８を除く制御基板３９，４０
，４２，４３，４６には、ＣＰＵとＲＯＭやＲＡＭ等を有する１チップ集積回路からなる
マイクロコンピュータ（以下、単にマイコンと言う）３９ａ，４０ａ，４２ａ，４３ａ，
４６ａが夫々設けられている（図６参照）。
【００３０】
主制御基板３９とその他の制御基板４０，４２，４３，４６とは、複数本の信号線でコネ
クタを介して電気的に接続され、主制御基板３９から各制御基板４０，４２，４３，４６
に、所定の遊技動作を実行させる種々の制御コマンド（これが制御信号に相当する）を一
方向通信にて送信可能になっている。制御コマンドの一方向通信を採用することで、普通
図柄や特別図柄の図柄停止に関する不正を確実に防止できるとともに、主制御手段５０の
制御負荷を格段に軽減でき、送信制御を簡単化することができる。
【００３１】
次に、パチンコ機２の制御装置に予め格納した複数の制御プログラムを介して達成される
種々の機能について、図５の機能ブロック図により説明する。但し、これら種々の機能は
前述したマイクロコンピュータ等で達成される。主制御基板３９上に構成された主制御手
段５０は、遊技盤５に設けられた種々の遊技部品や遊技球検出スイッチ等に対する信号の
入出力に関わる遊技制御を主として司るとともに、後述する図柄制御手段６０、払出し制
御手段７０、ランプ制御手段７１、サウンド制御手段７２等に必要に応じて制御コマンド
を送信出力する。
【００３２】
ここで、払出し制御手段７０、図柄制御手段６０、サウンド制御手段７２、ランプ制御手
段７１、の各々が副制御手段に相当する。主制御基板３９に設けられたマイコン３９ａの
ＲＯＭには、主に遊技盤５の遊技動作を制御するメインの遊技制御プログラムが格納され
ている。また、マイコン３９ａのＲＡＭ３９ｂに記憶した遊技情報は記憶保持可能に常に
バックアップされている。
【００３３】
ここで，遊技制御プログラムについて簡単に説明しておくと、図７に示すように、実際の
遊技制御を実行するために所定時間（例えば、約２ｍｓｅｃ）毎に繰り返し実行されるメ
インの遊技プログラムと、この遊技プログラムが制御開始から所定時間以内に終了したと
き、所定時間になるまで処理時間を調節する処理時間調節用プログラムと、停電発生時や
閉店時に主電源が断たれたときの図柄変動状態やランプ点灯状態、更にはサウンド出力状
態等の種々の遊技状態に関連する遊技情報を記憶保持させるバックアップ処理プログラム
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と、主電源復帰時に記憶保持していた遊技情報を元の状態に復帰させる遊技復帰プログラ
ム等が格納されている。
【００３４】
また、マイコン３９ａのＲＡＭ３９ｂには遊技状態記憶メモリ（これが遊技状態記憶手段
に相当する）が設けられ、この遊技状態記憶メモリに記憶した遊技情報は記憶保持可能に
常にバックアップされている。図柄制御基板４０上に構成された図柄制御手段６０は、主
制御手段５０から送信されてくる図柄制御コマンドに基づいて、液晶ディスプレイ１６に
種々の動画や背景画を表示させる表示制御を実行したり、各図柄表示部２２ａ～２２ｂの
普通図柄を変動制御するとともに、各図柄表示部２３ａ～２３ｃの特別図柄を変動制御し
、指示された停止図柄を表示するように普通図柄と特別図柄の変動停止を制御する。
【００３５】
払出し制御基板４６上には払出し制御手段７０が構成され、この払出し制御手段７０は主
制御手段５０から払出し制御コマンドを受信し、払出し手段３５による遊技球の払出し制
御を司る。この払出し制御基板４６に設けられたマイコン４６ａのＲＯＭには、主に遊技
球の払出しを制御する払出し制御プログラムが格納されている。また、マイコン４６ａの
ＲＡＭ４６ｂに記憶した払出し情報は記憶保持可能に常にバックアップされている。
【００３６】
この払出し制御プログラムには、図８に示すように、主制御手段５０から受信した払出し
制御コマンドに基づいて払出し手段３５を介して遊技球を払出すメインの払出しプログラ
ムと、停電発生時や閉店時に主電源が断たれた場合に払出し情報を記憶保持させるバック
アップ処理プログラムと、主電源復帰時に記憶保持していた払出し情報を元の状態に復帰
させる払出し復帰プログラム等が設けられている。ランプ制御基板４２上に構成されたラ
ンプ制御手段７１は、主制御手段５０からランプ制御コマンドを受信し、遊技盤５等に設
けられた多数の表示ランプを含むランプ群ＬＰの点灯制御を司る。
【００３７】
サウンド制御基板４３上に構成されたサウンド制御手段７２は、主制御手段５０からサウ
ンド制御コマンドを受信し、スピーカＳＰに対する各種の音響効果音の為のサウンド出力
制御を司る。発射制御基板４８上に構成された発射制御手段７３は、発射モータ１３を駆
動して遊技球の発射制御を司る。主制御手段５０は、抽選手段５１と、判定手段５２と、
利益状態発生手段５３と、確率変動手段５４と、図柄決定手段５５と、コマンド送信手段
５６等を備えている。
【００３８】
抽選手段５１は、抽選用カウンタを用いて微小な更新周期（例えば、約２ msec周期）で数
値を所定の範囲（例えば、０～２９９）で更新し、特別図柄に関して、図柄始動手段１７
に遊技球が入賞したときの数値を抽出することにより、当たり外れに関する抽選を行なう
とともに、普通図柄に関してもゲート２０に遊技球が入賞したときの数値の抽選を行う。
ここで、図柄始動手段１７やゲート２０に入賞したときの抽選が遊技動作に関連する抽選
に相当し、遊技者に有利な状態と不利な状態とを択一的に決定する。
【００３９】
判定手段５２は、図柄始動手段１７やゲート２０に遊技球が入賞したときに抽選手段５１
から供給される抽選された数値に基づいて、特別図柄に関して「大当り」又は「外れ（外
れリーチを含む）」の何れであるかを判定し、普通図柄に関しても「当り」又は「外れ」
の何れであるかを判定する。利益状態発生手段５３は、判定手段５２から大当たり等の特
別判定結果を受ける、若しくは、特別図柄表示手段２３の変動後の停止図柄が大当たり図
柄等の特定表示となった場合に、遊技制御に含まれる所定の利益状態発生ルーチンにより
開閉式入賞手段１８の開閉板１８ａを前述したように作動させて、遊技者に利益状態を与
える特別遊技を実行する。
【００４０】
確率変動手段５４は、判定手段５２から「大当たり」の特別判定結果を受けた場合に、そ
の「大当たり」が確率変動型大当たりのときに確率変動モードを設定し、次回或いは次々
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回の大当たり迄、或いは所定回数図柄が変動する迄、抽選手段５１により大当たりとする
特定数値の数を通常のときよりも多くし、大当たり確率を高くする。
【００４１】
図柄決定手段５５は、判定手段５２からの判定結果に応じて、所定の抽選プログラムによ
り、複数の普通図柄に関する図柄変動パターンのうちから、抽選用数値が「当たり」のと
きには当たり普通図柄の何れかを、「外れ」のときには外れ普通図柄の何れかを抽選によ
り決定するとともに、複数の特別図柄に関する図柄変動パターンのうちから、抽選用数値
が「大当たり」のときには大当たり特別図柄の何れかを、「外れ」のときには外れ特別図
柄の何れかを、「外れリーチ」のときには外れリーチ図柄の何れかを、夫々抽選により決
定する。
【００４２】
コマンド送信手段５６は、図９に示すように、制御モードデータ及び制御動作データから
なる２バイトの制御データと動作内容とを対応付けたコマンドデータテーブルを記憶して
おり、図柄決定手段５５で決定された図柄変動パターンに基づいて、普通図柄の図柄変動
パターン及び変動開始を指示する変動パターン指定コマンドと、左図柄指定コマンドと右
図柄指定コマンドと、普通図柄停止コマンド等の一群の制御コマンドを図柄制御手段６０
に順次送信するとともに、特別図柄の図柄変動パターン及び変動開始を指示する変動パタ
ーン指定コマンドと、左図柄指定コマンドと中図柄指定コマンドと右図柄指定コマンドと
、特別図柄停止コマンド等、一群の制御コマンドを図柄制御手段６０に順次送信する。
【００４３】
ここで、記号「Ｈ」は、１６進数を意味する。図柄制御手段６０は、普通図柄表示手段２
２を制御する普通図柄制御手段６１と、特別図柄表示手段２３を制御する特別図柄制御手
段６２と、電源の復帰時に復帰報知情報を表示させる復帰表示制御手段６３と、その復帰
報知情報の表示を停止して、遊技に関連する他の表示に切換える表示切換え制御手段６４
等を有し、コマンド送信手段５６から送信される図柄制御コマンドを受信し、受信した図
柄制御コマンドを解析するとともに、解析により得られた制御コマンドに基づいて、普通
図柄表示手段２２の各図柄表示部２２ａ～２２ｂにおける普通図柄変動を制御するととも
に、特別図柄表示手段２３の各図柄表示部２３ａ～２３ｃにおける特別図柄変動を制御す
る。
【００４４】
次に、複数の制御基板３９，４０，４２～４３，４６の各々に直流電力を供給する電源基
板４５について、図６に基づいて説明する。
パチンコホールに設置された各島構造体毎に複数の変圧トランス７９が設けられ、各変圧
トランス７９から低圧の交流電圧（例えば、ＡＣ２４Ｖ）が複数（例えば、５台）のパチ
ンコ機２に夫々供給されている。
【００４５】
この電源基板４５には、トグルスイッチ等からなり主電源をオンオフする手動操作可能な
電源スイッチ８０と、電源供給部８１と、マイクロコンピュータを含む電源監視手段８２
及びリセット信号発生手段８３と、バックアップ電源８４等が設けられている。電源供給
部８１は、ＡＣ２４ＶからＤＣ３２Ｖを生成するとともに、音声出力やランプ点灯に用い
るＤＣ１２Ｖ、制御用に用いるＤＣ５Ｖ等の複数種類の直流を生成し、これらの直流を制
御基板３９～４０，４２～４３，４６等に供給する。
【００４６】
電源監視手段８２は、供給されたＡＣ２４Ｖを直接読み込んで供給電圧を常時監視し、停
電が発生したり、電源スイッチ８０のオフ操作により主電源が断たれた時、電圧異常を示
す「Ｌ」レベルの電圧異常信号ＶＳを主制御基板３９のマイコン３９ａの最優先割込みポ
ートと、払出し制御手段７０のマイコン４６ａの最優先割込みポートとに夫々出力し、最
優先割込みによりバックアップ処理をさせる。
【００４７】
その結果、マイコン３９ａにおいては、停電からの復帰時に遊技制御の再開に必要で記憶
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保持しておくべき最新の弾球遊技に関連する、例えば、図柄変動の有無、当たりの有無、
賞球の払出し個数、図柄変動の有無、ランプ点灯状態、サウンド出力状態等の遊技情報を
遊技状態メモリ３９ｂに記憶保持させるバックアップ処理が実行される。これと同時に、
マイコン４６ａにおいても同様に、最新の遊技球の払出しに関連する払出し情報を遊技状
態記憶メモリ４６ｂに記憶保持させるバックアップ処理が実行される。
【００４８】
リセット信号発生手段８３は、電源監視手段８２から「Ｌ」レベルの電圧異常信号ＶＳを
受けた時から、バックアップ処理に要する所定微小時間（例えば、約 120msec ）だけ遅延
させて「Ｌ」レベルに切換えたシステムリセット信号ＳＲを出力する。このリセット信号
ＳＲがマイコン３９ａ，４０ａ，４２ａ，４３ａ，４６ａのリセット端子に夫々供給され
、これらマイコン３９ａ，４０ａ，４２ａ，４３ａ，４６ａのＣＰＵは初期化に伴って制
御動作を同時に停止する。
【００４９】
バックアップ電源８４は、充電用コンデンサ等からなり、このコンデンサから出力される
ＤＣ５Ｖをマイコン３９ａ，４６ａのＲＡＭ３９ｂ，４６ｂにバックアップ用として夫々
供給する。即ち、これらＲＡＭ３９ｂ，４６ｂにバックアップ用５Ｖが常に供給されてい
るため、主電源が断たれて電源供給部８１からのＤＣ５Ｖ供給が停止された場合でも、情
報メモリに記憶している遊技情報がバックアップ用５Ｖにより確実に記憶保持される。但
し、このバックアップ電源８４によるバックアップ動作は長時間継続可能である。
【００５０】
電源基板４５には、更に、電源スイッチ８０に接近させて手動操作可能なプッシュ型スイ
ッチからなる初期化スイッチ８５が設けられており、この初期化スイッチ８５を押圧操作
したとき、初期化スイッチ８５から「Ｌ」レベルの初期化信号 CLがマイコン３９ａ，４６
ａに出力される。即ち、営業を開始するに際して初期化スイッチ８５を操作した場合、「
Ｌ」レベルの初期化信号 CLが有効となり、マイコン３９ａのＲＡＭ３９ｂに記憶保持して
いた遊技情報と、マイコン４６ａのＲＡＭ４６ｂに記憶保持していた払出し情報の全てを
確実に消去することができる。
【００５１】
ところで、普通図柄変動については、例えば図１０に示すように、普通図柄変動や当たり
動作が行われる。但し、区間番号＜１＞は主電源供給開始時、区間番号＜２＞は客待ちデ
モンストレーション中、区間番号＜３＞は普通図柄の変動期間、区間番号＜４＞は普通図
柄の確定から図柄始動手段１７の作動開始までの期間、区間番号＜５＞は図柄始動手段１
７の作動期間、区間番号＜６＞は図柄始動手段１７の作動終了から次の普通図柄の変動開
始までの期間である。
【００５２】
また、特別図柄変動については、例えば図１１に示すように、特別図柄変動や大当たり動
作が行われなる。但し、区間番号＜１＞は主電源供給開始時、区間番号＜２＞は客待ちデ
モンストレーション中、区間番号＜３＞は特別図柄の変動期間、区間番号＜４＞は特別図
柄の確定後の表示期間、区間番号＜５＞は特別図柄確定後から初回の開閉式入賞手段１８
開放までの期間、区間番号＜６＞は最終回以外の開閉式入賞手段１８の開放期間、区間番
号＜７＞は開閉式入賞手段１８の閉鎖から次の特別図柄の変動開始までの期間、区間番号
＜８＞は最終回の開閉式入賞手段１８の開放から閉鎖までの期間、区間番号＜９＞は最終
回の開閉式入賞手段１８の開放から特別図柄の変動開始までの期間である。
【００５３】
次に、遊技制御プログラムに基づいて主制御手段５０により実行される遊技制御について
、図１２のフローチャートに基づいて説明する。但し、図中の符号Ｓｉ（ｉ＝１，２，３
・・・）は各ステップである。
営業開始に際して、パチンコ機２の前枠４を前方に開いた状態で、初期化スイッチ８５を
、例えば人指し指で押圧操作しながら電源スイッチ８０を、例えば親指でオン側に切換え
たとき、変圧トランス７９からの交流電圧（ＡＣ２４Ｖ）が電源スイッチ８０を介して電
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源基板４５に供給され、電源供給部８１から直流が制御基板３９～４０，４２～４３，４
６に供給されるのと同時に、図１６に示すように、リセット信号発生手段８３から「Ｈ」
レベルのシステムリセット信号 SRがマイコン３９ａ，４０ａ，４２ａ，４３ａ，４６ａに
夫々供給される。
【００５４】
その結果、主制御手段５０による遊技制御が開始されるとともに、各副制御手段６０，７
０～７２においても制御動作を開始する。この遊技制御が開始されたときに、初期化スイ
ッチ８５がＯＮ状態のときには（Ｓ１： Yes ）、先ずＣＰＵの各メモリやレジスタを初期
化する初期設定処理が実行される（Ｓ２）。次に、バックアップ電源８４により記憶保持
されているマイコン３９ａのＲＡＭ３９ｂの遊技情報と、マイコン４６ａのＲＡＭ４６ｂ
の払出し情報の全てが消去処理され（Ｓ３）、図柄表示手段２１に表示する初期図柄を設
定したり、この遊技制御のメイン処理を繰り返し実行する制御周期を２ msecに設定する等
の種々の初期値設定処理が実行される（Ｓ４）。
【００５５】
その後、制御周期（約２ msec）に達するまで、次の図柄を更新により決定する図柄データ
変更処理（Ｓ５）と、遊技に関係しないダミー的な数値を更新する数値更新処理（Ｓ６）
とが繰り返して実行される。つまり、２ msecが経過するまでの余りの時間が、これらＳ５
とＳ６とを繰り返すことで費やされ、遊技制御のメイン処理が２ msec毎に確実に実行され
る。約２ msecが経過して、図示外の２ msec信号発生手段から２ msec割込み用信号がマイコ
ン３９ａのＣＰＵに内部割込みとして入力されたとき、例えば内部割込みによるリスター
ト命令（ＲＳＴ命令）が実行され、制御時間調節用のＳ５又はＳ６が強制的に中止されて
、この遊技制御の途中の処理ステップであるＳ９から遊技制御が実行される。
【００５６】
但し、主電源が投入されてメイン処理が実行されているゲーム中に初期設定スイッチ８５
が誤操作されても、Ｓ３で述べた情報消去処理が実行されることはない。次に、遊技制御
のメイン処理（Ｓ９～Ｓ 18）について説明すると、先ず図柄始動手段１７の開閉爪１７ａ
を駆動するソレノイドや開閉式入賞手段１８の開閉板１８ａを駆動するソレノイドに駆動
信号を出力する駆動信号出力処理が実行される（Ｓ９）。次に、入賞検出センサを含む各
種のスイッチからのスイッチ信号を読み込むスイッチ信号入力処理が実行される（Ｓ 10）
。次に、抽選用数値を１つインクリメントする抽選用数値更新処理が実行される（Ｓ 11）
。
【００５７】
次に、払出し制御手段７０に払出し制御コマンドを出力する出力処理が実行される（Ｓ 12
）。次に、サウンド制御手段７２にサウンド制御コマンドを出力する出力処理が実行され
る（Ｓ 13）。更に、ランプ制御手段７１にランプ制御コマンドを出力する出力処理が実行
される（Ｓ 14）。次に、普通図柄表示手段２２の普通図柄表示部２２ａ～２２ｂに普通図
柄を変動表示させる普通図柄に関する処理が実行される（Ｓ 15）。次に、特別図柄表示手
段２３に特別図柄を変動表示させる為の図柄制御コマンドを出力する等の特別図柄に関す
る処理が実行される（Ｓ 16）。
【００５８】
次に、図柄始動手段１７の開閉爪１７ａを駆動する場合には、その為の作動を指令するコ
マンドを出力する作動コマンド出力処理が実行され（Ｓ 17）、開閉式入賞手段１８の開閉
板１８ａを駆動する場合には、その為の作動を指令するコマンドを出力する作動コマンド
出力処理が実行される（Ｓ 18）。このとき、この遊技制御を開始してから約２ msecが経過
していないときには、前述したようにＳ５とＳ６を繰り返して実行することで制御時間が
調節される。これらＳ５とＳ６を実行中に２ msecが経過する毎に、２ msec割込み用信号で
ＣＰＵに内部割込みされて、遊技制御はその都度リスタートされ、Ｓ９から繰り返して実
行される。
【００５９】
ところで、ゲーム途中で停電が発生したとき、或いは閉店に際して電源スイッチ８０のオ
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フ操作により主電源が断たれたとき、図６，図１６に示すように、電源監視部８２から出
力される「Ｌ」レベルの電圧異常信号 VSがマイコン３９ａ，４６ａの最優先割込みポート
に供給される。その結果、主制御手段５０と払出し制御手段４６においては、バックアッ
プ処理プログラムによりバックアップ処理が夫々実行されるとともに、その後ＣＰＵは停
止状態になる。
【００６０】
この主制御手段５０により最優先割込みにて実行されるバックアップ処理制御について、
図１３に基づいて説明すると、遊技状態の記憶、つまり普通図柄や特別図柄の変動中であ
るか否か、当たり中又は大当たり中か否か等の所定の遊技状態に関連する遊技情報が記憶
される（Ｓ 20）。次に、開閉式入賞手段１８の開閉板１８ａが開放状態のときには直ちに
閉鎖されるが、この開閉式入賞手段１８内に残存している残存球数を検出して情報メモリ
に記憶保持され（Ｓ 21）、入賞による賞球の払出し中のときには払出しモータの駆動は直
ちに停止されるが、検出スイッチを通過していない残存球数を検出して情報メモリに記憶
保持される（Ｓ 22）。
【００６１】
更に払出し制御手段７０への払出し制御コマンド送信中のときには、その払出し制御コマ
ンドの送信制御が完了される（Ｓ 23）。勿論、このバックアップ処理においては、遊技中
に設定された確率変動モードの設定状態を指示する確変情報も同様に、ＲＡＭ３９ｂの遊
技状態メモリに記憶保持されている。
ところで、図１２の遊技制御において、電源スイッチ８０や初期化スイッチ８５の操作な
しに主電源がパチンコ機２に投入されたとき、つまり開店時における電源投入ではなく、
停電からの復帰のときには（Ｓ１： No）、ＣＰＵが初期化されたりＲＡＭ３９ｂ，４６ｂ
の各種記憶情報が消去されることなく、バックアップデータ復帰処理が実行される（Ｓ７
）。
【００６２】
このバックアップデータ復帰処理においては、遊技状態メモリ３９ｂに記憶保持されてい
る遊技情報に基づいて、例えば、停電直前の確率変動状態が表示ランプにより表示された
り、普通図柄及び特別図柄の保留球数が表示される。このとき、払出し制御手段７０にお
いても復帰処理が同時に実行され、未払いの遊技球が払出される。次に、図柄制御手段６
０などの副制御手段６０，７０～７２の各々に対して、復帰制御に必要な一群の制御コマ
ンドを送信し、主電源が断たれたときの遊技状態と同一又は略同一の遊技状態に復帰させ
る送信処理が実行される（Ｓ８）。ここで、Ｓ８が遊技動作復帰手段に相当する。但し、
ここでは、図柄制御手段６０に対する一群の制御コマンド送信制御（図１４参照）につい
て説明する。
【００６３】
先ず、ＲＡＭ３９ｂに記憶保持していた遊技情報に基づいて、停電発生により主電源が断
たれたとき、特別図柄の大当たり中でなく（Ｓ 30： No）、普通図柄の変動中のときには（
Ｓ 31： Yes ）、普通図柄に関する復帰報知情報を表示させる普通図柄復帰表示コマンドと
、左普通図柄指定コマンドと、右普通図柄指定コマンドと、普通図柄停止コマンドとから
なる複数の制御コマンドが図柄制御手段６０に対して順次送信され（Ｓ 32）、この制御を
終了する。つまり、これら一群の複数の制御コマンドが連続的に送信される。
【００６４】
　また、特別図柄の大当たり中でなく（Ｓ 30： No）、特別図柄の変動中のときには（Ｓ 31
： No、Ｓ 33： Yes ）、特別図柄に関する復帰報知情報を表示させる特別図柄復帰表示コマ
ンドと、左特別図柄指定コマンドと、中特別図柄指定コマンドと、右特別図柄指定コマン
ドと、特別図柄停止コマンドとからなる一群の複数の制御コマンドが順次送信され

、この制御を終了する。しかし、特別図柄の大当たり中のときには（Ｓ 30： Yes ）、復
帰報知情報の表示を阻止する復帰表示阻止コマンドが送信され（Ｓ 35）、特別図柄復帰状
態コマンドと、左特別図柄指定コマンドと、中特別図柄指定コマンドと、右特別図柄指定
コマンドとからなる一群の複数の制御コマンドが順次送信され（Ｓ 36）、この制御を終了
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する。
【００６５】
次に、図柄制御手段６０で行われる図柄変動制御について、図１５に基づいて説明する。
普通図柄を変動する場合で、主制御手段５０から普通図柄復帰表示コマンドを受信したと
きには（Ｓ 40・Ｓ 41： Yes ）、図１７（ａ）に示すように、普通図柄に関する復帰報知情
報として文字列「フッキ」が普通図柄表示部２２ａ～２２ｂに表示される（Ｓ 42）。この
とき、復帰報知情報が文字列「フッキ」で表示されるため、停電からの復帰を文字列によ
り明確に報知することができる。
【００６６】
そして、主制御手段５０から普通図柄停止コマンドを受信したときには（Ｓ 40： Yes 、Ｓ
41： No、Ｓ 43： Yes ）、復帰報知情報の表示が自動的に停止され（Ｓ 44）、当たり又は外
れの普通図柄に切換えて表示される（Ｓ 45）。この場合、図１７（ｂ）に示すように、普
通図柄表示部２２ａ～２２ｂにおいては、文字列による復帰報知情報の表示が停止される
とともに、受信した左及び右の普通図柄指定コマンドで指示される外れの普通図柄「星、
三日月」、つまり確定図柄が表示される。
【００６７】
　この場合、主電源が断たれたときの図柄変動（作動態様）が予め定められた特定の作動
態様であるため、主電源の復帰時には、主電源が断たれたときの図柄変動とは異なる作動
態様で、つまり主制御手段５０から図柄制御手段６０に図柄変動に関する図柄変動パター
ン等の制御コマンド送信をしないで、主電源の復帰時に再開する作動態様として、実際の
図柄変動制御を行なうこ く 、主電源が断たれたときの作動
態様に対して簡略化しているため、主制御手段５０と図柄制御手段６０における復帰制御
を簡単化することができるできる。しかも、図柄変動後の停止図柄を確定できるため、遊
技者の利益を確保することができる。
【００６８】
ところで、特別図柄を変動する場合で、主制御手段５０から特別図柄復帰表示コマンドを
受信したときには（Ｓ 40： Yes 、Ｓ 41・Ｓ 43： No、Ｓ 46： Yes ）、図１８（ａ）に示すよ
うに、特別図柄に関する復帰報知情報として文字列「停電から復帰しました　遊技を再開
して下さい」が特別図柄表示部２３ａ～２３ｃの一部に表示される（Ｓ 47）。
【００６９】
このように、普通図柄用の文字列からなる復帰報知情報「フッキ」と、特別図柄用の文字
列からなる復帰報知情報「停電から復帰しました・・・」とが夫々独立に図柄表示手段２
１に表示される。そして、主制御手段５０から特別図柄停止コマンドを受信したときには
（Ｓ 40： Yes 、Ｓ 41・Ｓ 43・Ｓ 46： No、Ｓ 48： Yes ）、復帰報知情報の表示が自動的に停
止され（Ｓ 49）、大当たり又は外れの特別図柄が表示される（Ｓ 50）。
【００７０】
　この場合、図１８（ｂ）に示すように、特別図柄表示部２３ａ～２３ｃにおいては、文
字列による復帰報知情報の表示が停止されるとともに、受信した左と中及び右の特別図柄
指定コマンドで指示される外れの特別図柄「７、３、１」が表示される。この場合にも、
前述した普通図柄の場合と同様に、主制御手段５０から図柄制御手段６０に図柄変動に関
する図柄変動パターン等の制御コマンド送信をしないで、主電源の復帰時に再開する作動
態様として、実際の図柄変動制御を簡略化 しているため、主制
御手段５０と図柄制御手段６０における復帰制御を簡単化することができるできる。しか
も、図柄変動後の停止図柄を確定できるため、遊技者の利益を確保することができる。
【００７１】
ところで、図示していないが、停電が発生したときに、普通図柄と特別図柄とが同時に変
動中であって、主制御手段５０から、Ｓ 32に示す複数の制御コマンドと、Ｓ 34に示す複数
の制御コマンドとからなる一群の制御コマンドが連続的に送信された場合に、図柄制御手
段６０において、普通図柄復帰表示コマンドと特別図柄復帰表示コマンドと受信したとき
には、図１９（ａ）に示すように、これら普通図柄用と特別図柄用の復帰報知情報が同時
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に表示される。ここで、Ｓ 41～Ｓ 42とＳ 46～Ｓ 47等が復帰表示制御手段６３に相当し、Ｓ
43～Ｓ 45とＳ 48～Ｓ 50等が表示切換え制御手段６４に相当する。
【００７２】
そして、普通図柄停止コマンドを受信したときには、図１９（ｂ）に示すように、普通図
柄用の復帰報知情報の表示が停止され、更に、特別図柄停止コマンドを受信したときには
、図１９（ｃ）に示すように、特別図柄用の復帰報知情報の表示が停止される。しかし、
主電源が断たれたときに大当たり状態で遊技者に利益状態が発生していた場合で、主制御
手段５０から復帰表示阻止コマンドを受信したときには（Ｓ 40： Yes 、Ｓ 41・Ｓ 43・Ｓ 46
・Ｓ 48： No、Ｓ 51： Yes ）、その復帰報知情報の表示が阻止される（Ｓ 52）。
【００７３】
その結果、特別図柄表示手段２３に復帰報知情報が表示されることはない。そして、受信
した図柄指定コマンドに基づいて、大当たりの特別図柄、例えば「７、７、７」が特別図
柄表示部２３ａ～２３ｃに表示される（Ｓ 53）。この場合には、払出し制御手段４６によ
り、停電発生時に未払いであった遊技球が払出されるため、復帰報知情報を改めて表示す
るまでもなく、遊技者は遊技球の払出しにより停電からの復帰を容易に分かり、弾球遊技
を直ぐに再開することができる。また、復帰報知情報の表示を行なわないため、普通図柄
制御手段６１と特別図柄制御手段６２の表示制御を簡単化することができる。
【００７４】
ところで、これらの復帰表示コマンドや停止コマンド以外の通常の図柄制御コマンドを受
信したときには（Ｓ 40： Yes 、Ｓ 41・Ｓ 43・Ｓ 46・Ｓ 48・Ｓ 51： No）、受信した通常の図
柄制御コマンドに基づいて図柄変動制御が実行される（Ｓ 54）。ここで、前述した遊技制
御のＳ８において、主電源が断たれたとき、図１０に示す普通図柄変動タイムチャートに
おける区間番号＜２＞の「客待ちデモンストレーション中」のときには、図２０に示すよ
うに、４つ（１～４）からなる一群の制御コマンドが図柄制御手段６０に連続的に送信さ
れる。
【００７５】
また、主電源が断たれたとき、図１１に示す特別図柄変動タイムチャートにおける区間番
号＜６＞の「最終回以外の開閉式入賞手段１８の開放期間」のときには、図２１に示すよ
うに、７つ（１～７）からなる一群の制御コマンドが図柄制御手段６０に連続的に送信さ
れる。更に、区間番号＜８＞の「最終回の開閉式入賞手段１８の開放から閉鎖までの期間
」のときには、図２２に示すように、６つ（１～６）からなる一群の制御コマンドが図柄
制御手段６０に連続的に送信される。
【００７６】
このように、主電源が断たれたときには、普通図柄や特別図柄の変動中か否か、大当たり
中か否か等の所定の遊技状態に関連する遊技情報を、バックアップ電源８４でバックアッ
プされた主制御手段５０の遊技状態メモリ３９ｂに記憶保持しておき、主電源の復帰時に
、遊技制御の復帰に必要な一群の制御コマンドを図柄制御手段６０に送信するので、図柄
制御手段６０においては、これら一群の制御コマンドにより、停電により中断した図柄変
動の途中から出来る限り違和感なく再開することができる。
【００７７】
また、主制御手段５０から図柄制御手段６０に図柄変動に関する図柄変動パターン等の制
御コマンド送信をしないで、主電源の復帰時に再開する作動態様として、実際の図柄変動
制御を簡略化した異なる変動態様とするため、主制御手段５０と図柄制御手段６０におけ
る復帰制御を簡単化することができるできる。更に、主電源の復帰時に主電源が断たれた
ときの図柄変動及び図柄確定を行なえ、遊技者の利益を確保することができる。
【００７８】
また、これらの復帰報知情報が独立して夫々専用の表示部に表示されるため、主電源の復
帰時に、普通図柄と特別図柄の何れの図柄が変動制御しているのかが容易に分かる。また
、主制御手段５０に設けた遊技状態メモリ（ＲＡＭ）３９ｂに、主電源が断たれたときの
遊技状態に関連する遊技情報を記憶保持できるため、停電からの復帰時にその遊技情報に
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基づいて、停電により中断した遊技制御の途中から支障なく再開することができる。
【００７９】
普通図柄変動時の復帰報知情報は文字列「フッキ」で表示され、また特別図柄変動時の復
帰報知情報も文字列「停電から復帰しました・・・」で表示されるため、何れの遊技者に
対する停電からの復帰を文字列により明確に報知することができる。
【００８０】
前記実施形態の変更形態について説明する。
１〕普通図柄変動時における復帰報知情報や特別図柄変動時における復帰報知情報は、漢
字混じりの「カタカナ」や「ひらがな」だけでなく、停電からの復帰をイメージさせる画
像を表示したり、ランプ点灯や音声で復帰したことを報知するようにしてもよい。但し、
遊技者に利益状態が発生している場合には、復帰報知情報の表示を行わないが、ランプ点
灯や音声で復帰したことを報知するようにしてもよい。
【００８１】
２〕主電源が断たれたときに、ランプ制御手段７１やサウンド制御手段７２等の図柄制御
手段６０以外の副制御手段（７０～７２）の遊技状態に関する遊技情報を主制御手段５０
の遊技状態メモリ３９ｂに記憶するようにし、主電源の復帰時に、これらの副制御手段（
７０～７２）に対して、復帰制御に必要な一群の制御コマンドを連続的に送信するように
してもよい。
【００８２】
３〕バックアップ電源８４に用いる電解コンデンサ８９に代えて、記憶保持用電力を供給
可能な二次電池等、種々の記憶用電力貯蔵素子を用いてもよい。
４〕本発明は、以上説明した実施形態に限定されるものではなく、本発明の趣旨を逸脱し
ない範囲で種々変更を付加し、更に、パチンコ機に限らず、アレンジボール機、雀球機等
の種々の弾球遊技機に本発明を適用することが可能である。
【００８３】
【発明の効果】
　請求項１の発明によれば、特別図柄表示手段と、入賞手段と、入賞球検出手段と、主制
御手段と、副制御手段とを備え、主電源が断たれたときの遊技状態に関連する遊技情報を
記憶保持可能な遊技状態記憶手段と、主電源が断たれたと 別図柄

遊技状態と同じ又はほぼ同じ遊技状態に復帰させる遊技
動作復帰手段とを備えたので、遊技制御の復帰に必要な一群の制御コマンドを図柄制御手
段に送信でき、これら一群の制御コマンドにより、出来る限り違和感なく停電により中断
した遊技状態の途中から、必要最低限の遊技動作を支障なく再開することができる。また
、主電源の復帰時に主電源が断たれたときの遊技状態を続行して遊技者の利益を確保でき
る。
　さらに、遊技動作復帰手段において、主電源が断たれたときに特別図柄が変動中であっ
た場合には、主電源の復帰時に特別図柄の変動を省略して特別図柄の変動の後に停止すべ
き停止図柄を表示させるように図柄制御手段に指令するように構成したので、主電源の復
帰時に再開する作動態様（図柄変動）を、主電源が断たれたときの作動態様に対して簡略
化が可能となり、主制御手段と図柄制御手段における復帰制御を簡単化できる。しかも、
主電源の復帰時に主電源が断たれたときの図柄変動後の停止図柄を確定できるため、遊技
者の利益を確保できる。
【００８４】
請求項２の発明によれば、前記遊技動作復帰手段は、主制御手段に設けられているので、
各副制御手段に遊技動作復帰手段を設けなくてよく、副制御手段の小型化が図れる。その
他請求項１と同様の効果が得られる。
【００８７】
　請求項 の発明によれば、前記遊技状態記憶手段を主制御手段に設け、主制御手段は図
柄制御手段に対して制御 を一方向通信にて送信するので、主制御手段から図柄制
御手段への種々の制御 送信に際して一方向通信を採用することで、主制御手段に
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おいて図柄を抽選する抽選機能による遊技者に有利な状態と不利な状態の決定に関する不
正を、確実に防止することができる。その他請求項 と同様の効果が得られる。
【００８８】
　請求項４の発明によれば、前記図柄制御手段が、主制御手段から前記一群の制御コマン
ドを受信したとき、主電源が復帰した旨の文字列からなる復帰報知情報を図柄表示手段に
表示させる復帰表示制御手段を有するので、この復帰表示制御手段により、主電源の復帰
時に文字列による復帰報知情報が表示されるため、何れの遊技者に対しても主電源の復帰
を明確に報知することができる。その他請求項 と同様の効果が得られる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施形態に係るパチンコ機（弾球遊技機）の斜視図である。
【図２】パチンコ機の遊技盤の正面図である。
【図３】パチンコ機の背面図である。
【図４】パチンコ機の側面図である。
【図５】パチンコ機の制御系の機能ブロック図である。
【図６】電力供給回路図及び種々の制御信号回路図である。
【図７】遊技制御プログラムに含まれるプログラム内容の図表である。
【図８】払出し制御プログラムに含まれるプログラム内容の図表である。
【図９】コマンドデータテーブルに格納された図柄制御コマンドの図表である。
【図１０】普通図柄の変動や当たり動作に関するタイムチャートである。
【図１１】特別図柄の変動や当たり動作に関するタイムチャートである。
【図１２】遊技制御のフローチャートである。
【図１３】主制御手段のバックアップ処理制御のフローチャートである。
【図１４】一群の表示制御コマンド送信制御のフローチャートである。
【図１５】図柄変動制御のフローチャートである。
【図１６】主電源が断たれるとき及びその復帰時における供給電圧と制御信号のタイムチ
ャートである。
【図１７】（ａ）は普通図柄に関する復帰報知情報の表示例の図であり、（ｂ）は復帰報
知情報表示を停止したときの普通図柄の表示例の図である。
【図１８】（ａ）は特別図柄に関する復帰報知情報の表示例の図であり、（ｂ）は復帰報
知情報表示を停止したときの特別図柄の表示例の図である。
【図１９】（ａ）は普通図柄と特別図柄に関する復帰報知情報の表示例の図であり、（ｂ
）は普通図柄用の復帰報知情報表示を停止した普通図柄の表示例の図であり、（ｃ）は特
別図柄用の復帰報知情報表示を停止したときの特別図柄の表示例の図である。
【図２０】デモンストレーション中に関する一群の制御コマンドの図表である。
【図２１】開閉式入賞手段の開放中に関する一群の制御コマンドの図表である。
【図２２】最終回の開閉式入賞手段の閉鎖に関する一群の制御コマンドの図表である。
【符号の説明】
２　　　　　パチンコ機（弾球遊技機）
１７　　　　図柄始動手段
１８　　　　開閉式入賞手段
１９　　　　普通入賞手段
２１　　　　図柄表示手段
３９ｂ　　　ＲＡＭ
５０　　　　主制御手段
６０　　　　図柄制御手段
７０　　　　払出し制御手段
７１　　　　ランプ制御手段
７２　　　　サウンド制御手段
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】
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【 図 １ ９ 】 【 図 ２ ０ 】

【 図 ２ １ 】

【 図 ２ ２ 】
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